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序章


　あなたはもやもやしている。
　なぜならば、もやもやを誘いざなう何かが、そこにあるからだ。そしてそのもやもやは、あなたを試すように、この記へと視線をひきつけてやまない。挑発？　そうかもしれない。あなたは驚く。心外だと感じている。このもやもやとした感じはなんだ、と感じている。そうだろう、そうだろう。

　あなたが何者であるかは、わたしにはわかっていることである。あなたは物好きだ。極めて物好きである。そしてもやもやとした感覚を知りたがっている。

　もやもやとはなんであろうか。煙のような、あるいは薄もやのような、もしくは毛玉のようなものだろうか？　それは違うだろう。それはもじゃもじゃである。私たちの間にあるのは、それではない。セーターのすそに、小さな糸が、何かを誘いざなうように飛び出ているのをあなたは見つける。見つけたそれはもうあなたの意識を捉えて離すことがない。あなたは視線をそらせず、指を伸ばすとそれをつまむ。

　ギュッとつまんだその糸を、ひっぱると、するすると何かがほつれていく。ほつれほつれて、セーターは次第に、ほどけていくのだろうか。そのままなにもかもがほどけていくのだろうか。そしてその向こう側に、赤裸々せきららなひみつが暴きだされてしまうのを、あなたは目を丸くして、目撃するだろうか。



ぽんぽこ人間


　わたしはタヌキのポンタ。工場で生まれたのらしい。世の中はひろい。
　工場と言えば、村にある。村のまんまる噴水のそばに、それはある。いまはもうなくなったのらしい。どうしてなのだろう。雨がふって、なにもかもなくなったのかもしれない。

　やましいことをしているジョージさんのことはしっているかい。彼はやかましい。怒鳴って怒鳴って、酒を飲む。大酒のみのジョージさんだ。ときどき酒場に現れて、だれかにウインクをする。とてもこわいぞ。みんながジョン太にされるんだ。ジョン太というのは、小便友達。とてもわるいことさ。おとなだよ。

　きょうは、わたくしポンタの冒険の話をしよう。
　あれはまだわたくしめがみっつぐらいのころだったのさ。その頃、村にはむささび娘たちが遊びにくる日があった。



むささび娘


　むすめさんたちのことは、よくわかっていない。ただ、むすめさんたちは、タヌキをみつけて、連れ出そうとする。大勢のむすめさんたちが、寄ってたかって、太郎を追いかけ、つかまえようとする。そして太郎がいなくなる。次郎もそうだ。ジョン太はどうだ？　ジョン太もそうだ。

　むすめさんたちにつかまえられたタヌキは、つれていかれるのらしいのだ。きっとひどいめにあってむちゃくちゃにされてしまうのだろう。そのように言っていた酔っ払いのジョージさんは、いつまでたっても連れていかれなかった。うれしいはずなのに、なぜかさみしそうだよジョージさん。そんなときわたくしは、ジョージさんの肩を叩く。「ひどいめに会える日もきっとくるよ」ってね。なにを言っているのだろうって？　自分でもよくわからない。でもジョージさんはなにかがわかったのらしい。

　ある朝のことだった。
　ジョージさんが赤いランドセルを背負ってやってきたよ。黄色い麦わら帽子のようなものをかぶっていた。いつものように、なにも服は着ていない。「おれはいくよ」

　どこへいくのだろう。わたくしはただ黙って笑顔でうなづいた。
　きっと、むささび娘さんたちのところへいくのだろう。世の中はとてもむつかしいものだ。



おしし


　ジョージさんが旅立ってしばらくは、平和な日々がつづいていた。
　わたくしは眠って、そして起きた。そしてまた、眠ったものだった。なにか物足りなさを感じて、寝返りをうって、うーとうめいていると、ジョージさんはどうしているのかなという気になってくる。今頃はむささび娘さんたちに囲まれて、ひどい仕打ちを受けているかな？

　そんなことに思いを馳せては、また眠る。眠っては起き、うーとなる。どんな目にあって、どう感じているのだろう。それはつらくきびしいのだろうか。なのにどうして、ジョージさんはそんなところに旅立つのだろう。

　それからというもの、むささび娘さんたちは、来なくなった。どこか遠いところで、なにかしているのだろうか。寝ているのだろうか。それはどんなところなのだろう。村からいなくなったみんなは、そこで元気にやっているのかもしれない。わたくしは不安な気持ちになってきた。だんだんとさみしくなってきたのだった。ゆれているタンポポをつつきまわしてみた。でも、ある朝、そのタンポポは綿わたのようなものになって、とんでいってしまった。眠れなくなった。そんな風にまんじりともせず過ごすようになると、村におししが来るようになった。

　おししは山のほうからやってきて、お寿司を食べちぎって、吠え叫びまわって飛んだり跳ねたり踊り狂う。眠れないから、村を出る事にした。



いじくり旅行


「おいどこへいくんだ」
　振り返ると、おししがいた。
「旅にでるのさ」と答えた。
「なんでなんだお？　ここへきて踊ろうよ」
「うん。でもそうしていると、疲れてしまうよ」
「ほうか」
「うむ」
　おししはなんだか残念そうだ。さみしくて、踊る仲間を探していたのかもしれない。何もかもを忘れて、大声で共に叫びたいという気持ちが、やっとわかってきた。
「おれたちもそろそろ、他の場所ではじけたい。一緒にいこう」
　困ったな、とわたくしポンタは思った。
「でもぼくはどこへいくのかも決めてない」
「それはおいおい見つければいいのさ」
「そうかな」
「そうとも」
　おう、と思った。しかし心のどこかで、むささび娘たちのことを思い出す。その気持ちをどのように分かってもらえるのか、もやもやとした気持ちになった。だから、ただ黙ってうなづいた。

　おししはたくさんいた。何人だか、何匹だかなんともいえない。一匹のなかに、実は何人も隠れているようにわたくしには思えた。彼らはさわがしくしながらも、後ろをウロウロ追いかけてきた。そうしてわたくしポンタは冒険の旅に出た。おししの群れと一緒にゆく旅だった。

　坂道を下ると、とてもつかれてきた。物陰に座って休憩することになった。空を見上げると雲がゆっくりと流れて、帰りたい、と思った。
「かえりたい」
　おししがぐるぐるまわりながら言った。
「まだだめ」

　ため息をついて膝をかかえて座っていると、急に辺りが暗くなった。曇り空になり、それをみているといつのまにか夜となる。
「夜だね」
「夜だよ」
　そのまま横になることにした。おしし達は、相変わらずくねくねと踊って騒いでいた。眠れない。ちょっとむこうで小便してくる、と言って彼らから離れ、そして用を足して戻ると、彼らは喧嘩をはじめていた。

「ううう」「ぼおぼお」
　尻尾を踏まれた、とか、顔がでかい、とか言いあっているようだった。困ったなあ、と思ってなだめようとすると、おしし達は怒りだしてしまった。やがて、一匹のおししが、もう一方にがぶりと噛みついた。ガチーンという音がした。あああ、と思った。風呂敷ふろしきがやぶけて、中からニンゲンが出てくる。おちんちんを尻尾のようにふりながら、彼らは甲高い声を上げて走り去っていった。それをみて他のおししも同じように、急に中からニンゲンが出てきて同じように走り去っていった。
　風呂敷ふろしき包みのようなものと、おめんだけが沢山残った。わたくしポンタは、寒い夜の中、村の坂道の下でぽつんと一人ぼっちになってしまった。



こわい夜
　みんな連れ去られてしまったし、おししもどこかに行ってしまった。村に戻っても、誰もいないのだろう。
　この先どうしたらいいのだろう。
　さみしいし、さむい。「しんどい」と呟いた。正直しんどい。「しんどいぞー」と。しかし誰の返事もなかった。誰もいなくなったのだから、それはそうなのだった。しんどいと呟いても、誰もなにもしてくれない。しんどい気持ちを忘れようとした。気持ちを紛らわせようとした。しかし気がまぎれるようなものは、暗闇の中にはなにもなかった。ジョージさんのことを思い出してしまう。いなくなったみんなのことを考えてしまう。
　あの頃はあんなに楽しかったんだな、と思う。誰もいなくなって、おしし達にもいなくなってほしくなかったなと思う。誰でもいいからそばにいてほしいと思った。
「だれか～！だれか～」
　声を振り絞って大声を出した。
「だれか～！」
　ホッホウという声がして、フクロウが現れ、少し離れてこちらを見ていた。目をまあるくして、こちらを観察していたが、しばらくすると、なあんだと飽きたみたいに、またどこかへ行ってしまった。

　村の外には、ひどいことをする生き物が一杯いるのだという噂を、教わったことを思い出す。オオカミがやってきて、一飲みに食べられ、毛や爪だけになった仲間の話を聞いたことがある。大きな声をだしていると、オオカミたちもくるかもしれない。

　そう思うと、怖くて動けなくなってきた。風がびゅうと吹いて、カサカサと草が揺れた。誰だろう、と身構えた。でも誰もいなかった。本当に誰もいないのだろうか……？　胸騒ぎがして、息が苦しくなった。
「たすけてー！」
　泣き叫ぶように、声を上げてしまった。

　その時だった。
　ヒョコッと木陰こかげから脚がはえてきた。脚はにょきにょきと伸びてきて、そこからむささび娘が一人、顔を突き出した。

「……」
　むささび娘は驚いたような顔をして、ジッと目を見開いて黙っていた。ほっそりとした顏だった。おめめが大きく、あどけないようなかわいらしい表情だけれど、見た目に騙されてはいけない、という気がした。
「あんあんあん！」
　むささび娘は、甲高い鳴き声を発した。するとガサガサと周辺の木陰から、次々と脚がにょきにょき生えてきた。あっというまにむささび娘に取り囲まれ、全身を値踏みするようにじろじろと見られた。怖くてされるがままジッとしていると、急におちんちんを掴まれた。おちんちんはビックリしたようにビクンと引きつると、どんどん大きく重たくなっていった。
　何かチロチロとした尖った何かが、背中の毛を逆立さかだてるように背筋せすじをなぞってくる。体は金縛かなしばりになったように自由にならない。体の奥から何かが皮膚をめくりあげるようにして飛び出てくるような気がする。自分の中に、得体えたいの知らない何かがいつのまにか巣食っていて、それが下腹部かふくぶをつきやぶって脱皮だっぴしてくる。チクチク、チロチロ。むささびムスメたちは、それを誘うようにおびきだそうとしていた。この体に憑とりついている得体のしれない生き物のことを知っていて、おびきだそうとするかのように体中をシゲキしてくる。
　やがて体は憑とりついていた何かに乗っ取られるように、勝手に踊りだす。腰を振って踊りだす。いつのまにか周囲にはまたおしし達が戻ってきている。おししが踊り、むささび娘がおちんちんを吸い出そうとする。記憶がどんどんあいまいになる。自分に憑とりついている何かの記憶がどんどん見えそうになる。もう少しで、それが見えそうだ。でもどんどん、自分が自分でなくなっていく予感もする。こわい。ハラハラした。いけないことのような気がする。よくないことがおきるような気がする。「おー！」とおししが雄おたけびを上げる。「あー」とむささびムスメが耳元に吐息のようにささやきかける。ジョージさんのことを思い出す。なぜかは分からない。ジョージさんと連れ立って小便してはいけない、と言われていたことを思い出す。ジョージさんもこんな目にあったのだろうか？　ジョージさんも、こんなことをしていたのだろうか？　いけないことだ、よくないことだ、と思う。しかし体はもういう事をきかない。下腹部かふくぶがうずく。内臓を食い破るようにしてなにかが飛び出てきちゃうと思う。死にそうに思える。こわい。でももうだめだ。不思議な事に、それはとても気持ちよかった。どんどん気持ちよくなっていく。もうだめ。なにもかも、めちゃくちゃになってしまいたい。
「うわー！」
　わたくしポンタは、ついに泣き出してしまう。
「でる～！　なにかでてくる～！」
　
　出たのは、自分だった。それまでの自分の体を突き破って、股の間から自分が出た。それは脱皮だっぴだった。とても疲れた。そして、眠った。どのくらい眠ったのだろうか。



おはよ


　目が覚めると、わたくしポンタは、ニンゲンになっている自分に気がついた。びっくりするぐらい毛が薄くなって、全身がハゲたようになっている。恥ずかしくて、もう裸ではいられない。

　そこはむささび娘たちの街だった。まぶしく光る宝石がちりばめられた街並みの真っただ中で、へそを出して倒れている自分に驚いて、おそるおそる物陰ものかげに隠れて周囲を見た。するとジョージさんがうろうろしているのをみつけた。わたくしポンタは飛び出して叫んだ。

「ジョージさん！」
　すると相手は驚いていぶかし気な顔をしていたが、やがて「その声はポンタ！」と答えた。
「どうしたんだポンタ、すっかり別人みたい」
「ぼくも分からないんですが、こんなことになってしまいました！」
「おまえまさか……あいつらにやられて……」
　ジョージさんはおぞましいものを見るような目つきになった。
「いいかポンタ、おれたちはここから出ていくべきなんだ。元の暮らしに戻りたい。みんなでもとに戻れる方法を探してるんだ」
「どうしたんですか？」
「……あいつらにひどいことをされそうになったんだ」
「ひどいこと……？」

　ポンタは目を覚ます前の事を思い出した。そして少し恥ずかしくなり、顔を赤らめた。
「ひどいことなんかじゃ、ありませんでしたよ」

　ジョージさんは、険しい形相ぎょうそうになった。け、けがらわしい、いいか、二度と俺に近づくんじゃねえ、と彼は言い、駆け足で去っていった。
　ふふ、という囁き声が聞こえ、うなじに吐息を感じる。ああ、と思う。後ろから手をまわされ、また自分の体がされるがままになる。

　あんな村には、もう二度と戻りたくない。誰が何といおうと、二度と戻るもんか……。何人ものむささび娘たちがいつのまにか群がってくる。遠く走り去っていくジョージさんが立ち止まって振り返り、唖然あぜんとした顔をしているのが見える。彼は哀れなものをみるような目をしているのがわかる。しかし自分の中に、うしろめたさと同時に勝ち誇った気持ちがこみあげてくるのを感じた。



おやすみ


　うれしい、たのしい、幸せだ、と思っていた。ジョージさんたちは愚かだなあと、思っていた。こんな気持ちいい事を、どうしてためらうのだろう……。ばかだなあ……。

　ある朝の事だった。
　目を覚ますと、街が荒廃こうはいしていた。何が起こったのだろう。まるで祭りが終わった後のように、静まり返った街は、赤さびに覆われて、一夜にして寂れてしまった。台風のように時代が吹きすさんでいったのだろうか……。むささびムスメたちの気配も消えてしまった。さみしさを感じた。虚しさを感じた。こんなことがなぜおきてしまうのだろう……。

　気持ちいい事はもうできないのだろうか。股間が疼うずいた。もっともっと、めちゃくちゃになりたいのに……。

「そんなに滅茶苦茶めちゃくちゃにされたいか」
　後ろから誰かの声がした。
　ガツン、と視界がかすむほどの痛みを感じた。
　大勢に手足を掴まれ、もみくちゃにされてしまう。カツラや、ドレスやストッキングが見える。無理やりにそれを着せられ、股をおさえつけられ、四つん這いにさせられてしまう。
「大人しくしてろ！」
　お尻に何か熱い棒状のものが当たる。それは場所をさぐるように徐々に肛門に食い込もうとする。
「やめてくれー！　たすけてー！」
　叫ぶ声にこたえたのは、ジョージさんだった。そしてかつての村の仲間たちだった。
「おとなしくしてろ、このやろう！」
「おまえなんか、こうしてやる！」
「ほれほれ、これがええのんか！」

　そうして、女装させられ、代わる代わる大勢に好きなようにされた。泣き叫んだけれど、誰もが必死の顔をして、何も聞こえていない顏をしていた。回転扉かいてんとびらから、つぎつぎとタヌキの仲間たちが現れ、いつまでも果てしなく襲われつづけるうちに、徐々に意識は遠く遠く、まだみんなが村にいたころのことを思い出した。ジョージさんも、あのころは優しく笑顔だった。幸せだった。それを思い出すと、自然に顔がほころび、痛みが和らいできた。
「この変態野郎！」
「よろこんでやがるぜ！」

　気がつくと全身から血が噴き出ていた。興奮のあまり誰かが刃物を突き立てて叫んでいる。
「やめないか、これじゃ本当に死んでしまう」
「こんな奴、死んでも誰も悲しまないさ」
　哀しみを感じた。それは本当のことかもしれない。仲間だと思っていたのに、なぜみんなこんな風に冷たくなってしまったのだろう。世の中は残酷で無常だ。

「おい、こいつ生きてるぞ、立ち上がりやがった」
　私は身体にささった刃物を自分で抜き取ると、生きていくために必要なことをした。血が飛び、肉片が飛び散った。叫び声が聞こえた。自分が叫んでいるのだと思った。だがすべてが終わると静かになった。知らないうちに満腹感を感じた。酔ったように街へでて、赤さびたトタンを舐めた。それは、ジョージさんの血の味にすこしだけ似ていた。

　もう誰もいなくなってしまったけれど、少しも哀しみは感じない。彼らの味や舌ざわりをはっきり覚えている。そうしてまたむささび娘たちが現れた。今度は自分が彼女らをおそう番だった。

　誰も知らない街に、叫び声が響いた。月の光と血を浴びて、わたくしポンタはふりしぼるように雄たけびをあげる。下腹部を突き破って、また新しい自分が生まれてくるのを感じる。その自分をむささび娘の死体の下腹部かふくぶに植えつけた。

　死体を養分に、もう一人の自分はやがて生まれる。そのようにして自分の役目は終わった。死体と交わったまま、全身から意識が抜けていく。強い眠気が襲ってくる。次に目を覚ますときは、知らない自分になっているだろう。その後のことは、まだ誰も知らない。
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